





































ハイチガーの I存在の問い (SdnsU時計立、 アリストチ Lスの「月三而
上学1にある 「τiτ品ov;とLゐう了土iぃl司L寸土、 そもそも τ化合。品crIa!!っ
たのだろう J:1.) (:いう一節の孝祭から始めら札る q 従求、τiτ品ov;i土 l存
ノiとはMか、 τfc南ouaIaは「実体とは{IJ7J¥J と訳されてきた。 しかL
ハイヂガーによれ:工、 アリストテレスは前一訴の問いを「む在者と l;lMか
円，ya只 1Stdas Seiende?) J と理解していたこと、 またそれが実~;イJ 有者を
1 i]うものではなく、 後者。〕 F存在者の存在とは何かとし注う向い (die 





告で認としてのウ ンアという73は通 l守の使用から生じているへ アリ
ストテLスのもとではむしろ、術語ri!J昔、時と)邑市のイ史JIlとはWJらかに
お{並んでいるっこの事実を門付与せ上!逆の派牛傾向なと、なし， ' (GAlt人:i4~)




ここルでの J弁論怜』 の引mからわかるように、 7リストアレスはウーンア
を 「財主主 といろ志味で使用してし tるv 当時の子リンヤ人にと 'jて内 ン
ウ Lアをめぐる {wJ五円ロゴス 21 
アという認は剣桂 (Vermo民間)の他にも、資詮(Besitzstand) 、全~J廷
はおbLwd Gut.i、家屋放I.Anwesen)、家具 (He.usgeraりなどを怠味した











れなければならないどろう f ・ a よりにようてウ シアやそのイ由の
基本的な単語が、意味の多義性(Vielrleutigkeiじという欠点を抱え込
んでいるからといって、探究の衣題としてのその適什を池小汗ilLて













































く定義がひとつの玲り方にすぎないとし aうことである p ハイデガーは百耐用
(Logik;の語源マあるギリシャ詑のリゴス(且品γ0官)について次の。ιう
に述べているυ
















(Etwas ist EtwasJ Jは、もはや線源的ではないのであって、ここに





何=意味 (daseigentliche Was ~ Sinn) J とし、それから派牛する形式訪理






木米的な何 (eineigentliches Was)あるいは「意味 (SinnJJを定義














































成消滅寸る質料l土欠落する p し培、し、 具体的な官iq却においとは形相と質料
は切り再tされることはない)ゆえに例別的なものを把握するというハイデ





である 下I1三浦上正，J 第七巻第 挙によると、 ヴ シアと iよごそ ILが
たと ζ ろのものである存在 (τ品τi奇v.Tval)、公ノ普選前なもの(
τ占x.:a9oAou)、3〆知 (τ品γ占vo百人(語、共外(て占品党OKsIμ.vov)とされ、
ハイヂガーはそれらを'J)dcr Ist-S即日、 das Al1gcmcinc. dlC Gattung、
das Subjekt das SUDstratと訳している lOB，16j"
ウャ Lアをめぐる 盤貴t:O)ロゴス 27 
まず、極的差異での定義に1"いら九るえ〆普選的なものとl:5類、;丸形式論
悲での派λ!的なロゴスであって捜泌liSなロゴスではない〉したがって、
どJノはウ シアの一次的な特設ど して削除される ¥OB，14， 16)， 
次に、:，{ì基体は SubjekLと択されて v 、るように、形式均 Z~前 j平において
は主百官であるハ主語となるものは事物のF句作ではなく、独立してし、るもの
(Se1bständig) でなければならな~'c JI三社jについていえば、それは生成消
滅せずJ詰 lこ思与によってd~えられるのどから、 J虫訂して L、るとし、える L
かし賃料は認識によってその哨式 tμop中時 j を与えりれるのだから、独
立しているとはし aえず、したがって慕休ではないu 基体という概念は質料














































ウ Lアをめぐる {wJ五円ロゴス 29 
いう形正、だご動示jのこの形態ド上って、それが在ったところのをるも
のと Lて特級づけられるウーシアl土、請すこと(ASyεw、へ、口問






ウーンアをめぐる 極知的ロゴスに I~J して、資料がいか仁あるかを百明
しうる俣滅的な口ゴスによって、私たちは1Y:在者のイfイすの自i比を周{詳して
いることがノわされた〔 しかし務!"(が中なること誇と述語のがt合こみなされる





縫としてその後もさらに精度を1官し深まってゆく v 例えば (((1と1主同J
において、資料がMv)ためにとし hうは的から蒋完干されるという認設の構造
は道具的存立昌ーの趣 Ir~J':引こYゴ¥'て論じられて"，，::0り (S.84) 、またfJ~滅的 1コ
ブスこ形式論県の口プスとの芸呉は、用論的な命題と鮮1)(の恨滅的遂行こ
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RESUJI叫EE
l}le 7vvei 1，0耳01uber Ousia 
-Uber arislotelische主uslegungenin Heidεggers Phllosophieー
Jun ASATO 
lJiεS日nsfragei1 Heidεggers Ph立osophieist die Betrachtung zwei 
Logoi in dcr aristotclischcn Philosophic， was in dcn bishcrigcn Forschungcn 
noch nicht erurtert wurde. Heide日記町柱Jersetztedie alten記riechischen
Fra耳enτ{τ占品v;und 'ti宮奇 o品σiαab"was 1St Seiむnde?"ur凶 "VもW附、Nel出凶凶
d，出i阻sS決e日印iodes St託凶tε日う汀】ε自叩ll(加i主t
υ1虻七 Se剖1江Il出sir辻耳ピ laul忙et，¥VaS 1叫 0，じ13出1凶a予νい6“ Wiばrh出aue叫1臼1hi比むrzwe白iLo話O山lUωlJ七目工
Ous引i(].Eine了t芯ヲie円I枕t汚、v，'計rdεnin h 己日id日nLogoi die Begriffe ηdnS Werrlen" l.<nd 
"das Ver耳ehen"auser Acht耳elassenllud nur das "Fertigstellen“ III 
formalεn Logik bεtrachtet. Andelεrseits werden in dem urspr百nglichen
Lo認osauch diじsebcidじl:k記rifeil Bct1'ac1t gczo耳CH.Hじidcggcrrnじmtc，
das der ursprun記licheLo立oslogikfr日 uberdas "lndividuelle"， SO¥Vle uつer
"das Werdenιund ηda凶 Ver耳ehen“aussagt
日irkonn日1seine Auslεgungen uber Logoi in sεiner Vorlesun耳vomJahre 
1924 "Gn:nuue.ぽ"ifeder arislotelischen Plulo百ophiピ‘ undi11 dヒ1~achschriftピ11
von O;.:，k肝 Hecker"H刊 ieg刑罰 Aristotde;.:，一日刊加河revo日1Sommersemester 
1921“naduesen 
Stichwort目。usia，¥Verden， l..ogos， Individuelle 
